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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月10日(2013.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の工程：
（Ａ）少なくとも１つの第１の物質および少なくとも１つの第２の物質を含有する混合物
を、少なくとも１つの界面活性剤と、場合によっては少なくとも１つの分散剤の存在下で
接触させる工程、この場合界面活性剤は、少なくとも１つの第１の物質に結合し、
（Ｂ）場合によっては少なくとも１つの分散剤を工程（Ａ）で得られた混合物に添加し、
分散液を得る工程、
（Ｃ）、工程（Ａ）または（Ｂ）からの分散液を少なくとも１つの疎水性磁性粒子で処理
し、こうして、少なくとも１つの界面活性剤が結合している少なくとも１つの第１の物質
および少なくとも１つの磁性粒子を凝集させ、凝集塊を得る工程、
（Ｄ）工程（Ｃ）からの凝集塊を前記混合物から磁界の印加によって分離する工程、
（Ｅ）場合によっては工程（Ｄ）で分離された凝集塊を解離し、少なくとも１つの第１の
物質と少なくとも１つの磁性粒子とを別々に得る工程を含み、この場合少なくとも１つの
第１の物質は、副族金属、硫化物鉱石、酸化物含有鉱石および／または炭酸塩含有鉱石、
または元素の形での貴金属の化合物の群から選択された金属化合物であり、および少なく
とも１つの第２の物質は、有利に親水性の金属化合物である、少なくとも１つの第１の物
質を全混合物に対して０．００１～１．０質量％の量で含有しかつ少なくとも１つの第２
の物質を含有する混合物から少なくとも１つの第１の物質を分離する方法。
【請求項２】
　界面活性剤は、一般式（Ｉ）
Ａ－Ｚ　（Ｉ）
〔式中、
Ａは、直鎖状または分枝鎖状のＣ3～Ｃ30アルキル、Ｃ3～Ｃ30ヘテロアルキル、場合によ
り置換されたＣ6～Ｃ30アリール、場合により置換されたＣ6～Ｃ30ヘテロアルキル、Ｃ6

～Ｃ30アリールアルキルから選択され、



(2) JP 2012-511414 A5 2013.2.28

Ｚは、一般式（Ｉ）の化合物を少なくとも１つの疎水性物質に結合させる基である〕で示
される物質である、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　Ｚは、陰イオン性基－（Ｘ）n－ＰＯ3

2-、－（Ｘ）n－ＰＯ2Ｓ
2-、－（Ｘ）n－ＰＯＳ2

2-、－（Ｘ）n－ＰＳ3
2-、－（Ｘ）n－ＰＳ2

-、－（Ｘ）n－ＰＯＳ-、－（Ｘ）n－ＰＯ2
-

、－（Ｘ）n－ＰＯ3
2-、－（Ｘ）n－ＣＯ2

-、－（Ｘ）n－ＣＳ2
-、－（Ｘ）n－ＣＯＳ-、

－（Ｘ）n－Ｃ（Ｓ）ＮＨＯＨ、－（Ｘ）n－Ｓ-からなる群から選択され、この場合Ｘは
、Ｏ、Ｓ、ＮＨ、ＣＨ2からなる群から選択され、ｎは、０、１または２である、請求項
２記載の方法。
【請求項４】
　工程（Ａ）における界面活性剤の量は、処理すべき混合物と界面活性剤との混合物に対
して０．０００１～０．２質量％である、請求項１から３までのいずれか１項に記載の方
法。
【請求項５】
　少なくとも１つの第２の物質は、酸化物金属化合物および水酸化物金属化合物からなる
群から選択される、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１つの磁性粒子は、磁性金属およびその混合物、磁性金属の強磁性合金およ
びその混合物、磁性酸化鉄、一般式（ＩＩ）
Ｍ2+

xＦｅ2+
1-xＦｅ3+

2Ｏ4　（ＩＩ）
〔式中、Ｍは、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｚｎおよびその混合物から選択され、ｘは、１以下で
ある〕で示される立方晶フェライト、
六方晶フェライトおよびその混合物からなる群から選択される、請求項１から５までのい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つの第１の物質および少なくとも１つの第２の物質を含有する混合物を工
程（Ａ）前または工程（Ａ）中に１００ｎｍ～１５０μｍの寸法を有する粒子に微粉砕す
る、請求項１から６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　工程（Ａ）および／または（Ｂ）で得られる分散液は、１０～５０質量％の固体含量を
有する、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
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